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本校硬式野球部は、「人間の成長なくして、野球の成長なし」「一人前」を合言葉に、言動に責任を持ち、日々

精進しています。目標は、新しい板橋高校の歴史を作り、「甲子園」出場。そして「甲子園１勝」。高校野球を通

じて、社会人として「一人前」で活躍できるよう選手・スタッフ一同全員で学び合い共に成長してきます。 

 

【硬式野球部 部訓】 

一、凡事徹底  …  当たり前のことを徹底する。どんな些細な物事も大切にし、言動に責任を持つこと。     

二、自主自律  …  自身を知り、自発的に行動して己を律すること。 

三、走姿顕心  …  姿勢は、心の現れである。その心を大切にすること。 

四、感謝     …  感謝の心を忘れず、日々精進していくこと。 

五、覚悟     …  覚悟して高校野球に臨み、日々挑戦していくこと。 

六、信頼    …  信頼なくして、夢への挑戦の資格なし。人生の成功はなし。 

七、一人前   …  「一人」の立派な「大人」として「人様の前」に自信を持って「立つ」ことができる 

生き方をする。「一人前」で「甲子園の舞台」に立つ。 

 



【活動内容】 

① 週５日活動、土日は基本的に校外で練習試合、練習をしています。（週１日は全体練習をＯＦＦとし、週１日

は積極的休養日または、自主練習日としています） 

② 練習試合を年間 100試合以上行っています。 

【実績】近年６年間 

【令和５年度 第 105回全国高等学校野球選手権記念大会 東東京大会 成績】 

 

 

【令和５年度 春季東京都高等学校野球大会 成績】 

 



【令和４年度 秋季東京都高等学校野球大会 成績】 

 

 

東京都高校野球連盟 HP 引用 

 

 今年の夏は新型コロナウイルスの影響が薄まったこともあり、保護者や一般の声出し応援が可能となりました。

ブラスバンドの応援と共に、１年間多くの皆様に応援、ご支援をしていただき誠にありがとうございました。 

 ３年生最後の夏の大会は、３回戦で昨年東東京大会ベスト１６の立志舎高校との対戦でした。２年生投手の柴

山を先発で登板させ、期待に応える見事な投球でした。打線は１年間チームを全力で引っ張ってきたキャプテン

堀口がチームの全打点を叩き出す活躍。今大会背番号１番のエース近藤、秋・春の背番号１番の荒木を継投で投

入し、相手打線を９回２失点で抑えるも、延長タイブレークで無念のサヨナラ負け。本校に勝利した立志舎高校

は続く４回戦も小松川高校を相手に６－０で勝利し、２年連続ベスト１６進出。板橋高校初のベスト１６は来年

度以降に思いを託すことになりました。 

 

 

■令和 4年度第 104回全国高等学校野球選手権東東京大会 ベスト６４ 

■令和 3年度第 103回全国高等学校野球選手権東東京大会 ３回戦（コロナウイルスの影響により辞退） 

■2020年 夏季東西東京都高等学校野球大会 ベスト３２ (新型コロナウイルスの影響による代替大会) 

■令和元年度第 101回全国高等学校野球選手権大会 東東京大会 ベスト３２ 

■平成 30年度第 100回全国高等学校野球選手権記念大会 東東京大会 ベスト３２ 

■平成 29年度第 99回全国高等学校野球選手権大会 東東京大会 ベスト３２ 



【チーム部員数】 

選手   ３年生 １４名  ２年生 １１名  １年生 ８名     

ＭＧ   ３年生 １名  ２年生  １名  １年生  １名    合計３６名 

スタッフ  《部長》 長谷 啓史（数学科） 《監督》 渋谷 国之（体育科）  

《トレーナー》 渡部 正史  高橋 純一  手嶋 航平 

《ヨガインストラクター》 山田 朋代 

 

【大会ユニフォーム】（アイボリー＆ネイビー） 

 
 

【チーム紹介】 

板橋高校硬式野球部の数多くの先輩たちがどんな逆境にも屈せず努力を重ねてきた結果、ここ数年で飛

躍的にチームとして成長し、勝負できるチームとなりました。スタッフ一同高校球児の無限の可能性を信

じ、選手から学んだ経験を駆使して、全身全霊をかけて指導を行い、板橋高校の新たな歴史を作っていき

たいと思います。そして、甲子園へ。また彼らが自信を持った人生へ歩めるよう、導いていく覚悟です。 

 

令和２年４月までの５年間に及ぶ校舎改築中は、コンクリートの空きスペース等で練習を積み重ねてき

ました。土の上でノックや投球もできず苦しい時期がありましたが、選手たちは見事にその逆境を力に変

え、他校には無い着眼点と工夫で着実に力をつけ、東東京大会のベスト１６の壁を知るところまで漕ぎつ

けました。「心」があれば、「氣」があれば、「志」の高い仲間がいれば勝負できることを証明しました。 

生徒たちには高校野球を通じて、自信を持って「一人前」の人生を歩んでいくことを心から願っており

ます。逆境を乗り越えてきた板橋高校硬式野球部で一緒に新しい歴史を刻みましょう。 

 

【卒業後の進路】 

 大学 専門学校 就職 野球継続 

令和４年度 ６人 １人 ２人 １人 

令和３年度 ８人 ６人 ０人 １人 

令和２年度 ４人 １人 ４人 ２人 

平成３１年度 ８人 ３人 ２人 １人 



【主な進学先・就職先】 

 東洋大学、日本大学、日本体育大学、亜細亜大学、帝京大学、大東文化大学、文教大学、東京国際大学、 

城西大学、帝京平成大学、日本経済大学、東洋学園大学 

日本健康医療専門学校、日本ウェルネススポーツ専門学校、首都医校 

西武鉄道株式会社、日本郵便株式会社、航空自衛隊、陸上自衛隊 など 

 

 

   

   

    

   



夢なき者に 

理想なし 

理想なき者に 

計画なし 

計画なき者に 

実行無し 

実行なき者に 

成功なし 

ゆえに、 

夢なき者に成功なし 


